
公益財団法人 日本サッカー協会 

 

2017年 全国審判委員長会議 

 

1. スケジュール 

【初日】 

1300-1345 田嶋会長、小川審判委員長挨拶 

1345-1430  地域審判トレセンの再構築について（石山 RD部会長） 

（愛媛県の取り組み事例紹介、キャラバン中間報告を含む） 

1500-1600  地域ユースダイレクター制度の導入経緯と経過 

（仮題：北海道トレセンチーフコーチ山橋氏） 

1600-1715  討議 1 

（地域 FA委員長は冒頭の説明のみ確認し、別室で打合せ。終了後討議の傍聴） 

1715-1830 討議 1 まとめ（各グループ 5分程度） 

1830-1930 懇親会（JFA ハウス 3F ラウンジ） 

 

【二日目】 

0830-0930 地域 FA と審判委員会の関わり（仮題：安達東北 FA事務総長） 

0930-1100 討議 2（地域 FA単位） 

テーマ：2019年を目指して、都道府県 FA としての取り組みと地域 FA との連携 

1100-1230 まとめ（各地域 FA10分程度） 

1230-1330 昼休み 

1330-1430 まとめと課題解決のための手法の紹介（仮題：須原委員） 

1445-1515 競技規則の改正（太田 LoG部会員） 

1515-1600 審判委員会からの報告と情報共有（小川委員長） 

 

2. 討議 1 グループ分けとテーマ 

 

グループ 1 テーマ：FA審判委員会の組織（仕組みや組織といった点からのアプローチ） 

 FA 審判委員会のビジョン（近いところでは 2019 年にはどうありたいのか？）と PDCA サイ

クル 

 各部会の連携、地域 FA との連携⇒委員会のあり方論 

 事業計画を作れるか、その上でお金の工面は？（ケーススタディ） 

 FA との関係性（委員会活動への理解） 

 傘下団体になっていない FA との連携（審判サイドからのアプローチ？） 

茨城県 三重県 鳥取県 徳島県 ★福岡県 鹿児島県 

サポート：黛（RD部会） 
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グループ 2 テーマ：FA 審判委員会の組織（必要な人数や新たな人の巻き込みといった点からのアプ

ローチ） 

 FA審判委員会のビジョン（近いところでは 2019年にはどうありたいのか？）と PDCA 

 こんな人が居れば…審判会以外からの新たな人材の登用。その人が活かせる活動環境

（活躍できる場） 

 FA との関係性（委員会活動への理解） 

 技術や種別委員会との協調 

 審判の存在意義を認識してもらえているか？居て当然と思われていないか？あるいは、ニー

ズに応えるための工夫 

埼玉県 静岡県 ★愛知県 島根県 香川県 宮崎県 

サポート：恩田（審判部） 

グループ 3 テーマ：審判指導者の必要な人数や新たな人の巻き込み 

 実働している審判指導者数。必要な審判員数とそれを教える指導者数 

 現在のやり方で良いのか？改善すべきポイントは？リーグ戦による試合数の拡大。 

 アセッサーとインストラクターそれぞれの必要な資質・業務 

 審判員から指導者になってもらうためのアプローチ策 

 昇級して新たなフィールドを目指す人はいないのか？実力よりも貢献度で判断されていない

か 

 人員の固定化、偏りはないか？ 

山形県 ★千葉県 神奈川県 滋賀県 山口県 熊本県 

サポート：山﨑（RDO北海道担当） 

グループ 4 テーマ：審判指導者の資質向上のために必要なこと 

 アセッサーとインストラクターそれぞれの資質・業務 

 必要な教育を必要な人（下位の指導者・審判員）に行えているか？新しい指導方法へ

の適応はできるか？ 

 キャラバンの活かし方 

 指導者は足りているのか？人員の固定化、偏りはないか？ 

 都道府県と地域の連携 

岩手県 群馬県 ★東京都 新潟県 石川県 大阪府 

サポート：柏原（指導者部会） 

グループ 5 テーマ：審判員（2級を中心とした）の資質向上のために必要なこと 

 2級審判員に求められる資質とは？現在の 1級挑戦者に不足している事項は？ 

 必要な教育を必要な人に行えているか？情報の共有方法は？ 

 実際の研修会で行われている内容（指導システム） 

 都道府県と地域の連携 

 地域審判アカデミーの都道府県における位置づけと連携 

福島県 長野県 京都府 ★広島県 高知県 大分県 

サポート：上川（TR部会） 
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グループ 6 テーマ：審判員の資質向上（種別委員会との協働といった点からのアプローチ） 

 種別との協力関係の作り方と現状 

 ユース審判員の導入 

 必要な教育を必要な人に行えているか？情報の共有方法は？ 

 都道府県と地域の連携 

北海道 栃木県 福井県 ★兵庫県 佐賀県 長崎県 

サポート：高橋（RDO関東担当） 

グループ 7 テーマ：審判員の資質向上（実働数や活動機会の確保といった点からのアプローチ） 

 割当担当試合数と実働数の現状 

 必要な教育を必要な人に行えているか？（インストラクターの派遣状況） 

 種別との協力関係の作り方と現状 

青森県 秋田県 富山県 岐阜県 奈良県 ★和歌山県 

サポート：太田（RD部会） 

グループ 8 テーマ：レフェリーキャラバンの効果 

 実施内容とフォローアップ 

 FAの理解と連携 

 現状と改善点 

 都道府県と地域の連携 

宮城県 山梨県 岡山県 ★愛媛県 沖縄県  

サポート：岸岡（審判部） 

 


